
第１学年 道徳学習指導案

日 時 平成１７年１０月２８日（金）１校時
対 象 ２組（男１７名 女１４名 計３１名）
指導者 福 島 惠 美 子

〔 〕１ 主題名 いつもありがとう 尊敬・感謝２ー（４）

２ 資料名 ありがとう （出典：光村図書「どうとく きみが いちばん ひかるとき」１年）

３ 主題設定の理由
（１）価値について

、 「 」 （ ）本主題は 第１学年及び第２学年の 主として他の人とのかかわりに関すること の ４
「日ごろ世話になっている人に感謝する 」をねらいとしている。この内容は、人間関係を。
基にした日常の生活において心掛けなければならない基本的精神を述べたものであり、広く
人々の生活に対する尊敬と感謝の念をもった児童を育てようとするものである。
よりよい人間関係を築くには、互いを認め合うことが大切だが、その根底には、相手に対

する尊敬と感謝の念が必要である。低学年の段階においては、特に日ごろお世話になってい
、 、 。る人々に気付き 感謝する気持ちと それを具体的な行動に表すことが大切であると考える

この時期の児童は、自分たちのために周囲の人たちが何かをしてくれても、それが当たり
前であり 「うれしい」という気持ちはあっても 「ありがたい」という感謝の気持ちに気付、 、
くことは難しい。学校生活の中だけでも、たくさんの人たちにお世話になっていることに気
付かせ、その一つ一つに「ありがとう」という感謝の気持ちをもつことの大切さを考えさせ
たい。

（２）児童について
学級の子どもたちは、学校生活にもなれ、学級の友達だけではなく、学年、他学年の子供

達と一緒に遊んだり、下校したりする姿が見受けられるようになってきた。また、兄弟学級
の６年生とも仲良しになり、いろいろな面でお世話を受け生活をしている。
子どもたちは、学校生活や家庭生活の中でいろいろな人たちにお世話になっているが、や

ってもらえることが当たり前のように思っている子が少なくない また やってもらえて う。 、 「
れしい 「ありがとう」のお礼の言葉がなかなか言えなかったり、中には自分のしたいよう」
にわがままを通してしまう子どもたちもいる。
よりよい人間関係を築き、楽しく明るく生活をしていくためには、日ごろお世話になって

いる人たちが自分たちのために、どのような仕事をしてくれているか、どのような思いで自
分たちのためにしているのかに気付かせながら、感謝する気持ちを高めていくことが大切で
あると考える。

（３）資料について
本資料は、学校生活や登校場面で、日頃からお世話になっている人たちの仕事を紹介し、

感謝するものである。保健室の先生や給食室の方々、交通指導員さん、用務員さんなどが紹
介されている。
自分たちが、直接的にお世話になっている場面だけでなく、間接的に見えないところでも

お世話になっている人たちがいるとにも気付かせながら、考えさせたい資料である。
（４）指導にあたって

事前指導として、友達や他学年のお兄さんやお姉さんにしてもらったことを「ありがとう
カード」に記入させ、お世話になったことやうれしかったことに気付かせる経験をさせる。
本時の気づく段階では、これらを想起させ、たくさんの「ありがとう」をみつけられたこ

とに気付かせたい。
見つめる段階では、資料を紙芝居形式で提示するが、子どもたちが一番目にすることのな

い給食室の様子をくわしく取り上げたいため、資料提示の順を一部変更し提示する。一つ一
つの場面を分割提示し、ペープサートや仕事をしている写真やビデオを見せたりしながら、
学校、地域でお世話になっている人たちの仕事や思いをとらえさせたい。
つかむ段階では、４つの場面をまとめ、たくさんの人たちにお世話になりながら、学校生

活を送っていることに気付かせ、価値に迫りたい。
ひろげる段階では、自分たちの生活に返し、子どもたち一人一人が「ありがとう」の感謝

の言葉を話したい相手を考えさせ、家庭や地域にもお世話をしてくれる人がたくさんいるこ
とに気付かせていきたい。
まとめる段階では、栄養士の先生が給食を考えたり、作ったりするときの苦労や、みんな

一人一人のことを考え献立を考えていることなどをビデオレターとして紹介し、相手の思い
にも気付かせていきたい。

、 、この学習を通し お世話になっている身近な人たちに感謝しようとする道徳的意識を育み
感謝の手紙を書く活動へつなげていきたい。



４ 本時指導の位置付け

事 前 指 導 本 時 の 指 導 事 後 指 導→ →

○帰りの会 いつもありがとう ○学級活動主題名
みんなにありがとう 感 謝 ２－ ４ 「ありがとうの手紙を「 」 （ ）価値

､ 「ありがとう」 かこう」帰りの会で その日にあったうれしい出来 資料名
｡ いつもお世話になって事を発表する ねらい

学校や地域でお世話にな いる人たちに感謝の気持
、 。ている身近な人たちに気付 ちを手紙に表し 伝える

き、感謝する心情を養う。
○学級活動
「感謝祭」
いつもお世話になって

いる児童館の館長さん等
を学校に招き、感謝の気
持ちを伝える。

５ 本時の指導
（１）ねらい

学校や地域で、身近な人たちが自分たちのためにお世話していることに気付き、感謝する
心情を養う。

（２）展開の大要
段 学習活動と主な発問 予想される 指導・援助の
階 発言や心の動き 留意点

１ 自分たちが書いたありがとうカード
気 を見ながら、その時の気持ちを話し合 ・消しゴムを貸してく ・自分たちが書いたあ

う。 れてありがとう。 りがとうカードを見
づ ・一緒にあそんでくれ ながら、どんな「あ

○どんなありがとうカードが集まった てありがとう。 りがとう」があった
く か、みんなで見てみましょう。 ・わからないところを か想起させる。

教えてくれてありが
２ 学習のねらいをもつ。 とう。

５ がっこうやちいきで、どんな人におせわになっているだろう
分

３ 場面ごとに資料を読み、話し合う。
見 話し合う場面ご

（１）保健室の先生に手当をしてもら ・薬をつけてもらって とに資料を読み場
つ ったときの気持ちについて話し合 うれしかった。 面の様子をとらえ

う。 ・休んだらなおった。 させる。
。め ・湿布をはってくれた

○保健室の先生にしてもらってう ・やさしく、おはなし
る れしかったことはどんなことで をしてくれる。 保健室の先生の

すか。 場面ではペープサ
ートを使って役割

（２）交通指導員さんが交通指導をし ・みんなが安全に通れ 演技をしながら、
ている場面を話し合う。 るように見ていてく 登場人物の気持ち

れている。 を考えさせる。
○交通指導員さんが交通指導をし ・車を止めてわたらせ
ている様子を見て、うれしいな てくれた。
と思ったことはどんなことです ・雨の日も、毎日いて ・資料の挿絵だけでは
か。 くれる。 なく、実際に用務員

さんが仕事をしてい
（３）用務員さんが仕事をしている様 ・壊した物を直してく る写真を提示したり

子について話し合う。 れる。 給食室の仕事の様子
・花壇のお花のお世話 をビデオで見せたり

○用務員さんの仕事をしている様 をしてくれる。 することで、どんな
子を見て、うれしいなと思った ・みんなが安全に過ご 仕事をしているのか
ことはどんなことですか。 せるようにお世話を 理解させる。



。してくれているんだ

（４)給食室の調理師さんたちが、給 ・大きなおなべでたく
食を作っている場面を話し合う さんの給食を作って。

いるんだね。
○調理師さんが、給食を作ってい ・たくさんの野菜を切

つ る様子をみて、うれしいなと思 っているんだね。 ・資料をもう一度ふり
か ったことはどんなことですか。 ・暑い、給食室の中で 返ることで、たくさ
む 働いているんだ。 んの人たちがお世話

をしてくれているこ
（５）学校や地域でお世話になってい ・こんなにたくさんの とに気付かせていく

る人について話し合う。 人たちからもお世話
になっていたんだ。32

分 ◎たくさんの人たちから、いろい ・うれしいな。
ろなお世話をしてもらっている ・みんなのために、あ
ことが分かり、どんな気持ちに りがとう。
なりましたか。

広 ４ 自分の生活をふり返る。 ・おかあさん、ご飯を ・事前に心のノート
げ どんな人に「ありがとう」の気持ち 作ってくれてありが Ｐ４６・４７を記
る を伝えたいですか。 とう。 入させておく。

・お兄ちゃん、一緒に
５ 遊んでくれてありが
分 とう。

５ 栄養士さんの話を聞く。
ま 栄養士の先生の
と 話をきくことで、
め 自分たちのために

、る 一生懸命考えたり
３ お世話をしてくれ
分 ていることに気付

かせる。

６ 板書計画

あ り が と う

給食室の き 用務員さん が 交通指導員 と 保健室の け
みなさん ゅ っ さん う せんせい が

う こ こ や
し う う び

・ ・ ・ ょ ・ ・ ・ の ・ ・ ・ の ・ ・ ・ ょ
とうおがあていた く といてろこわお お いあらあれいじ あ くてしいるをい う
うしいんついりく の をろくはわもは せ にめきさるよこ ん れあてつ なた き
ょしばいたょさ お しいれすれあな わ ちのては うに ぜ ててくも おい の
くいっおなうん せ てろるぐたりの きひいや にあ ん うをれや しと て
あきてへ をの わ いな なとがお てもるく みわ れしるさ てこ あ
りゅいや きざ るし おことせ いま か てな して し くろ て
が るで っ ご し う る く いく く れを

み ん な の た め に あ り が と う

ありがとうのきもち



７ 資料分析

資料名 ありがとう 出典（ 「どうとく きみがいちばんひかるとき」１年）光村図書

◎ ねらい
学校や地域で、身近な人たちが自分たちのためにお世話していることに気付き、感謝する

心情を養う。

① ② ③ ④
場 校内で保健室の 道路で交通指導 校庭で用務員さ 給食室で給食室
面 先生に手当をして 員さんが交通指導 んが草取りをして の調理師さんたち

もらう場面 をしている場面 いる場面 が、給食を作って
いる場面

・血が出てきたど ・雨が降っても、 ・みんなが壊した ・毎日、おいしい
うしよう。 カッパを着てが 物を直したり、 給食が食べられ

登 ・薬をつけてもら んばっているね 花壇のお世話を てうれしいな。
場 ってうれしかっ ・毎朝、みんなが したり、見えな ・みんなの体のこ
人 た。 安全に歩けるよ いところでいろ とまで考えて作
物 ・休んだら落ち着 うに気をつけて いろなお世話を ってくれている
の いてきた また 見てくれている してくれている んだね。うれし。 、
心 がんばれそう。 んだね。 んだね。ありが いな。
の ありがとう。 うれしいな。 とう。 ありがとう。
動 不安 心配 ありがとう。

一生懸命・みんなのためにき うれしい
安 心 安全・安心

いつもありがとう

・血が出てきたよ ・交差点や車がた ・壊した物を直し ・大きなおなべで
どうしよう。 くさん通る場所 たり、花壇のお たくさんの給食

児 ・ころんで、痛か にいてくれるん 花のお世話をし を作っているん
童 ったけど薬をつ だね。 てくれたり、み だね。
の けてもらえてう ・みんなが安全に んなが安全に過 ・みんなのことを
意 れしかった。 通れるように見 ごせるようにお 考えて一生懸命
識 ・いつも、お世話 ていてくれてい 世話をしてくれ 作っているな。

をしてくれてあ るんだね。 ているんだね。 ・おいしい給食を
りがとう。 ありがとう。 ありがとう。 ありがとう。

学校や地域で、たくさんの人たちにお世話になっているんだ。ありがとう。

○保健室の先生に ○交通指導員さん ○用務員さんの仕 ○調理師さんが、
発 してもらってう が交通指導をし 事をしている様 給食を作ってい

れしかったこと ている様子を見 子を見て、うれ る様子を見て、
は、どんなこと て、うれしいな しいなと思った うれしいなと思
ですか。 と思ったことは ことはどんなこ ったことはどん

どんなことです とですか。 なことですか。
問 か。

◎ たくさんの人たちから、いろいろなお世話をしてもらっていることが分かり、どん
な気持ちになりましたか。




